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各セグメントの事業戦略
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2008年3月期に

実施した主な施策

2008年3月期に実施した主な施策

経営改革プランの策定

１ 主力事業の磐石化１．主力事業の磐石化

２．成長事業の基盤作り

３．グローバル経営の加速・進化

3

４．現場実行力の強化

５．組織マネジメント基盤の強化
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2008年3月期に実施した主な施策

Enplas (Korea) Inc.設立

半導体機器事業 技術開発センター設立

休Enplas (Europe) B.V.の休眠化

小型液晶関連事業

→本社エンプラ事業部へ事業譲渡

自己株式の市場買付け（2008年3月期）

4

２,３７０,３００株

自己株式の取得（4月28日決議）
１,０００,０００株（6月末まで）

2008年3月期

決算概要（連結）
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損 益 実 績 （単位： 億円）

291.1△7.4%

２００８年３月期

実績

売 上 高売 上 高 314.4

２００７年３月期

実績

7.9
7.6

11 6

（70.9%）

△62.0%

△64.9%

－

営 業 利 益営 業 利 益

経 常 利 益経 常 利 益

（（ 原 価 率原 価 率 ））

20.9
21.7
0 1

（69.2%）

6

△11.6
△62.82円

10.00円

△10.00円

当 期 純 利 益当 期 純 利 益

１株当たり当期純利益１株当たり当期純利益

１ 株 当 た り 配 当１ 株 当 た り 配 当

△63.69円

0.1
0.87円

20.00円

エ ン プ ラ 事 業エ ン プ ラ 事 業

セグメント別売上実績

151 6

２００８年３月期

実績

△0.4%152 2

２００７年３月期

実績

（単位： 億円）

エ ン プ ラ 事 業エ ン プ ラ 事 業

半導体機器事業半導体機器事業

液晶関連事業液晶関連事業

151.6
72.77.1%

30.3△27.5%

36 3△30.5%オ プ ト 事 業オ プ ト 事 業

△0.4%152.2
67.9
41.8
52 3

7

計計

36.3
291.1△7.4%

オ プ ト 事 業オ プ ト 事 業 52.3

314.4
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売上高推移

３９２３９２ ３９４３９４

OPU

OFC
OFC４０１４０１

（単位： 億円）

OPU

液晶関連事業

オプト事業

自動車

ＡＩＳ

OFC３１４３１４ＡＩＳ

ＡＩＳ

OPU OFC２９１２９１

ＡＩＳ

OPU

8

２００４．３期 ２００５．３期 ２００６．３期

エンプラ事業

半導体機器事業

電子

２００７．３期 ２００８．３期

四半期売上高推移

７１
７６

７３
６９

（単位： 億円）

液晶関連事業

オプト事業

9

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ

エンプラ事業

半導体機器事業
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経常利益推移

４２
４５

３８

（単位： 億円）

２１

10

２００４．３期 ２００５．３期 ２００６．３期 ２００７．３期 ２００８．３期

７

四半期経常利益推移

２.８
２.５

３.７

（単位： 億円）

△１.５

11

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ
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当期純利益推移

当期純利益当期純利益 【【億円億円】】

１株当たり当期純利益１株当たり当期純利益 【【円円】】
２５ ２６

１１７１１７ ３８３８ １２４１２４..９０９０

１５
１１７１１７..３８３８

７０７０..８１８１

０ １

００..８７８７

12

０.１

２００４．３期 ２００５．３期 ２００６．３期 ２００７．３期 ２００８．３期

△１１

△△６２６２..８２８２

キャッシュフロー推移

営業活動によるキャッシュフロー営業活動によるキャッシュフロー

フリーキャッシュフローフリーキャッシュフロー

７５

（単位： 億円）

４５

７５

２９

５８

３３
３４ ３４

13

４
９

２００４．３期 ２００５．３期 ２００６．３期 ２００７．３期 ２００８．３期

２
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設備投資額と減価償却費

設備投資額設備投資額 【【億円億円】】

減価償却費減価償却費 【【億円億円】】

５０
４７

３６
３３ ３２

３６
３３

１７

２７ ２７ ２７

14

２００４．３期 ２００５．３期 ２００６．３期 ２００７．３期 ２００８．３期

通期計画（連結）

2009年3月期
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2009年3月期 経営基本方針

１．基幹事業（エンプラ事業）による

グループ成長の牽引

２ グループ事業の成長軌道への早期復帰・強化２．グループ事業の成長軌道への早期復帰・強化

３．開発ビジョンの構築と新規事業の強化・育成

４．グローバルなコスト競争力強化

５．計画的な人材の育成

16

６．スピード経営の実践

７．内部統制システムの確立

290.0

2009年3月期 計画

２００９年３月期

上期計画

（140.0）

２００８年３月期

実績

２００９年３月期

計画

売 上 高売 上 高 △0.4%291.1

（単位： 億円）

8.0
10.0

2 0

（68.6%）

（1.0）

（2.0）

（0 0）

（69.6%）

0.4%

（2.3ﾎﾟｲﾝﾄ）

30.9%

営 業 利 益営 業 利 益

経 常 利 益経 常 利 益

期 純 益期 純 益

（（ 原 価 率原 価 率 ））

7.9
7.6

（70.9%）

11 6 －

17

2.0
11.54円

（0.0）

（0.00円）

当 期 純 利 益当 期 純 利 益

１株当たり当期純利益１株当たり当期純利益

１ 株 当 た り 配 当１ 株 当 た り 配 当 10.00円 （5.00円）10.00円

△11.6
△62.82円 74.36円

0.00円
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セグメント別 売上計画

（78 0）

２００９年３月期

上期計画

２００８年３月期

実績

２００９年３月期

計画

160 0エ ン プ ラ 事 業エ ン プ ラ 事 業
5.5%151 6

（単位： 億円）

（78.0）

（36.0）

（8.0）

（18.0）

160.0
72.0△1.0%

20.0
38.04.5%

エ ン プ ラ 事 業エ ン プ ラ 事 業

半導体機器事業半導体機器事業

液晶関連事業液晶関連事業

オ プ ト 事 業オ プ ト 事 業

△34.2%

151.6
72.7
30.3
36 3

18

（18.0）

（140.0）計計

38.0
290.0

オ プ ト 事 業オ プ ト 事 業

△0.4%

36.3
291.1

参 考 指 標

２００８年３月期

実績

２００９年３月期

計画

（単位： 億円）

28.0
25.0
12 0

27.1
27.5
12 3

設備投資額設備投資額

減価償却費減価償却費

試験研究費試験研究費

19

12.012.3試験研究費試験研究費

（売上高比）（売上高比） （4.1%）（4.3%）
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各セグメントの事業戦略

エンプラ事業の動向

エンプラ事業の地域別売上比率推移エンプラ事業の地域別売上比率推移
100%

160

20%

(単位：億円)157 154 152

20%20% 24%

151

27%

80%

60%

40%

北米

アジア

日本

17%

63%

16%

64%

17%

63%

19%

57%

18%

55%

21

0

20%

2004.3期 2005.3期 2006.3期 2007.3期 2008.3期
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エンプラ事業

本格的なグローバル展開によるＯＡとＡＵ

及びその他市場でのビジネスの拡大及びその他市場でのビジネスの拡大

グローバル競争力のある生産技術の展開

世界同一高品質の提供

22

パッケージの微細ピッチトレンド

最先端微細ピッチトレンド最先端微細ピッチトレンド

半導体機器事業

0.6

0 5

ボ
ー
ル
ピ
ッ
チ
（
㎜
）

0.4

0.3

0.2

0.5

23

当社の開発状況

（年）

（当社予測）

2004 2006 2008 2010 2012 2014 2016

0

0.1
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半導体機器事業

技術開発センター活用による超微細

接触子技術の更なる先行開発

テストソケットビジネスの強化拡大

ウェハーレベルバーンインビジネスへの展開

バーンインソケット市場におけるシェア拡大

24

バ ンインソケット市場におけるシェア拡大

ノートＰＣ バックライト市場予測

液晶関連事業

(単位：百万units )

250

ＣＣＦＬ

ＬＥＤ

150

100

200

25

2006 200 2008 2009 2010 20112006 2007 2008 2009 2010 2011

50

0

(当社予測）

（年）
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液晶関連事業

成長市場での積極的な事業機会の獲得

薄 導薄型ＬＥＤ用導光板の

技術優位性強化と事業化

ＦＰＤ市場での新製品・新事業開発

26

オプト事業

（億円）

150
145

128

売上高推移

ＯＦＣ

ＯＰＵ

50

100

98

52

38

ＡＩＳ

36

27

0

(計画)

２００４．３期 ２００５．３期 ２００６．３期 ２００７．３期 ２００８．３期 ２００９．３期
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ディスクフォーマット別市場予測ディスクフォーマット別市場予測

オプト事業の動向－ＯＰＵ－

（単位：百万台）

ＣＤ

ＤＶＤ

ＢＤ

800

400

600

28

（当社予測）

（年）0

200

2007 2009 2011 2013 2015

オプト事業

持続的成長基盤の確立

1. 事業環境変化へ即応できるマネジメント1. 事業環境変化 即応できるマネジメント

システムの確立

2. グローバル生産体制の確立

高付加価値新製品の開発

29
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新事業-LED関連-

ＬＥＤ照明ＬＥＤ照明

30

白色ＬＥＤ販売予測白色ＬＥＤ販売予測
（単位：億個）

0
国内販売数量

海外販売数量

300

新事業-LED関連-

0

0

150

200

250

100

31

（当社予測）

（年）0
2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011

0

50
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10,000 300

一般照明
大型液晶バ クライト

白色ＬＥＤ市場規模と発光効率予測白色ＬＥＤ市場規模と発光効率予測

新事業-LED関連-

市場規模（億円） 発光効率（lm/W）

5,000

景観・店舗

商業施設

オフィス・住宅

100

200

特殊照明

小中型液晶バックライト
車内照明

街路灯
自動車ヘッドライト

大型液晶バックライト

32

2000 202020102005 2015

0 0

発光効率

（年）

（当社予測）

新事業-LED関連-

ＬＥＤ拡散レンズの開発アイテムＬＥＤ拡散レンズの開発アイテム

対象市場ベースレンズ形状 開発品

LEC LECモジュール サインボード

小型化

LDP

カスタム対応
検査照明

建築照明

33

LDP（高拡散）
高性能化

液晶TV
カスタム対応

車載、アミューズ
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新事業-LED関連-

ＬＥＣの経済比較ＬＥＣの経済比較 ・看板サイズ：□2,800×1,400mm

蛍光灯 LEDのみ LEC使用

光源個数
40W×12本

1 674個 576個光源個数
20W×6本

1,674個 576個

使用電力 約840W 約920W 約340W

年間使用電力量
約3,679kWh

（約8.5万円）

約4,030kWh

（約9.3万円）

約1,489kWh

（約3.4万円）

年間稼働：1日12時間点灯＝4,380h
電気代換算：23kW/h

（業務用電力：日本照明器具工業会出典）
1000

消費電力W

34

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

蛍光灯 LEDのみ LECモジュール

新事業-バイオ関連-

プラスチックプラスチック バイオバイオ ディスポーザブル市場ディスポーザブル市場

出資48 3％

深江化成株式会社
【概要】

エンプラス
バイオ関連部門

出資48.3％
人材派遣

経営ノウハウ
経営資源の相互活用
生産開発ノウハウ

【概要】
事業内容：理化学機器
プラスチック製品製造業

本 社：兵庫県神戸市
設 立：昭和41年3月24日
資本金 ：88百万円
従業員 ：35名

35

営業ノウハウ

バイオ関連市場への本格参入
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新事業-バイオ関連-

高機能タイタープレート高機能タイタープレート
生化学用途反応部材をウェル内に導入するプレート

動物試験を回避し簡便にエンドトキシン検出検査ができる

他様 学 途

 

その他様々な生化学用途の

反応と検出がより簡便に行える

測定感度の高度化

高額試薬の削減

多検体の同時処理や自動化

36

ご清聴有難うございました。ご清聴有難うございました。

株式会社エンプラス


